
正しく乗ろう！高島高校で
自転車の安全運転を啓発

　５月 21 日（月）に高島高校で、生徒会執行部の
皆さんと高島警察署などとの合同で、自転車事故や
盗難防止の啓発を実施し、スマホを操作しながらの
運転や二人乗り運転の禁止、駐輪時の鍵掛けを呼び
かけました。
　交通安全は一人一人がちょっとした注意を払うこ
とで大きな効果を発揮します。また、自転車盗難被
害の約 70％が無施錠で駐輪されていたものです。
交通ルールを守り、正しく安全な運転に努めるとと
もに、短時間であっても必ず鍵を掛けましょう。

（交通政策課）

マキノ・安曇川の団体が「みどりの愛護」功労者
国土交通大臣表彰を受賞！

　５月 26 日（土）に長浜ドームおよび琵琶湖湖岸（長浜）緑
地で、第 29 回全国「みどりの愛護」のつどいが開催されました。
　当日は、皇太子ご夫妻ご出席のもと、「みどりの愛護」功労
者国土交通大臣表彰を受賞された「マキノ・追坂峠花クラブ」
と「藤樹の里あどがわ花いっぱい運動推進協議会」の両団体に
感謝状が贈られました。（企画広報課）

ソフトテニスペア
全国大会で５位入賞！

　３月 30 日（金）から 31 日（土）まで千葉県で行われ
た第 17 回全国小学生ソフトテニス大会の男子５年生の部
に滋賀県代表として村井 晋之介くん、平井 啓吾くんペア

（ともに安曇小）が出場し、全国の舞台で５位の成績を収
められました。

あいさつでつなぐ地域のきずな！新旭学区民会議が
「あいさつ運動」功労者表彰を受賞
　新旭青少年育成学区民会議が、積極的なあいさつ運動の取り組みなど、
約 30 年におよぶ地域での地道な活動が評価されて「滋賀県民あいさつ運
動功労者表彰」を受賞しました。表彰式は５月 23 日（水）に県庁で行わ
れ、会長の平楽 康男さんが代表して感謝状を受けとりました。
　同会の主な活動として、毎月５日に学校前や交差点に委員が立ち、登校
時の児童にあいさつを行っています。活動が続いている要因は、子どもた
ちからも大きな声で元気よくあいさつをしてくれていることだそうです。
　その他にも、子どもたちから標語を募集し、手作りによるポスターや立
て看板、のぼり旗を掲げるなど、あいさつ運動の広がりに熱心に取り組ん
でおられます。（高島市青少年育成市民会議）

中央ユニバーサルこども園カンガルークラブ
幼児交通安全功労団体表彰を受賞！

　５月 22 日（火）に滋賀県庁で、安曇川町の中央
ユニバーサルこども園カンガルークラブが、幼児交
通安全功労団体として、滋賀県土木交通部長表彰を
受賞されました。
　当クラブは、10 年以上にわたって幼児交通安全
教育に尽力されており、日頃から横断歩道の渡り方
や通園バス乗降時の危険予知をはじめ、実地による
交通ルールの学習をされています。
　また、幼児のためだけの学習で終わるのではなく、
保護者や保育士が進んで学習に参加し、子どもから
大人までわかりやすい教育を心がけた積極的な交通
事故防止活動が評価されました。（交通政策課）

会場で長浜きもの大使と記念撮影

【マキノ・追坂峠花クラブ】
　道の駅の花壇作りなど美観
維持活動を行っています。

　国道沿いの花植え・美化清
掃活動を行っています。

【藤樹の里あどがわ
　　花いっぱい運動推進協議会】

感謝状を受けた平楽さん

市内の空手家が
県内の大会で大活躍！　

名　前 階　級 成績

足立　愛華
（安曇小）

１年生女子
組手の部 ３位

１年生女子
形の部 ２位

足立　知駿
（安曇小）

２年生男子
組手の部 ベスト８

２年生男子
形の部 ベスト８

桒原　未羽
（新旭南小）

３年生女子
形の部 ３位

【第 18回滋賀県少年少女空手道選手権大会】

【第 53回滋賀県空手道選手権大会】

名　前 階　級 成績

桒原　潤
（安曇川高校）

少年男子
形の部 優勝

※敬称略

桒原 潤くん
足立 愛華ちゃん　足立 知駿くん　桒原 未羽ちゃん

※敬称略

日々の練習風景

　５月６日（日）に滋賀県立武道館で第 53 回滋賀県空手
道選手権大会が、５月 20 日（日）に滋賀県立武道館で第
18 回滋賀県少年少女空手道選手権大会が行われ、次の方々
が優秀な成績を収められました。（市民スポーツ課）
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LIFE!!LIFE!!たかしまたかしま 第 56回県優秀農家表彰
森さんが近畿農政局長賞、藤原さんが滋賀県町村会長賞

　５月 30 日（水）に県庁で第 56 回県優秀農家表
彰の表彰式が行われ、高島市では、次の２人の方が
受賞されました。
　今津町岸脇の森 佳史さんは、牛舎内に牛が自由
に動ける空間を設け、搾乳場所を分割、作業効率の
向上と規模拡大を図るなどの近代的な酪農経営を先

駆的に取り入れたこと等が功を奏し、近畿農政局長
賞を受賞されました。
　今津町深清水の藤原 三代次さんは、消費者を意
識した農業経営にこだわり、「明日の今津柿を考え
る会」の立ち上げに参加し、特産品の柿のブランド
向上に向けた取り組みなどが功を奏し、滋賀県町村
会長賞を受賞されました。（農業政策課）

愛用のトラクターと藤原さん

牛と記念撮影の森さん

空き家の有効活用〜新しい世代につなぐ〜
　ライフスタイルの変化や相続などにより、
利用されていない「空き家」があります。
　市には 1,600 軒以上の空き家があり、そ
の う ち 約 200 軒 が す ぐ に 住 め る 状 態 の 
空き家※となっています。
　一方、定住推進室に来られる移住相談者で、
いい物件があれば市内に移住したいと望む方

こちらの物件を
ご紹介します！

※平成 28 年度に市が行った調査結果

が、なんと 100 組近くおられます！
　しかし、市が運用している空き家紹介システ
ムに登録されている物件は、10 軒程度と、需
要に供給が追いつかない状況となっています。
　そこで本年度は、空き家紹介システムの登
録と活用に力を入れていきます。

　空き家の中には、倒壊の危険があり、周囲
に悪影響を及ぼしているものもあります。そ
のような場合には所有者に、空き家の現状を
お知らせし、改善を図っていただくようお願
いしています。
　平成 29 年度は空き家 11 軒を所有者・相
続人に解体していただきました。

　このような管理がで
きない空き家になる前
に、将来空き家になり
そうな場合は、ご家族
やご親族の負担になら
ないための話し合いを
お願いします。

大事な思い出が詰まった家
だから、今後も大事に使っ
ていただける方に…

すぐというわけで
はないのだけれど、
ゆくゆくは…

まずは私たち

「移住定住コンシェルジュ」に

ご相談ください

持ち主さんの気持ちを第一に
新しい世代へとつなぎます！

お願い

あまり周囲に知られたく
ないのだけれど…

第５回 ＦＡＩＲＹ　ＴＲＡＩＬ　びわ湖高島トレイルランニングｉｎくつき
妖精に出会える森を７６９人のトレイルランナーが快走！　　

　６月 10 日（日）にグリーンパーク想い出の森を
スタート・ゴールとし、朽木の蛇谷ヶ峰や白倉岳を
コースとした、「第５回 FAIRY TRAIL びわ湖高島
トレイルランニング in くつき」を開催しました。
　曇り空ではありましたが、参加者にとっては走
りやすいコンディションの中、「妖精の森」と呼
ばれる神秘的な山々や山頂からの琵琶湖の眺望を
楽しみ、高島の大自然の魅力を全身で感じながら、
７６９人のランナーが駆け抜けました。

（市民スポーツ課）

ロング（40㎞）のスタート！

③プロデューサーの鏑木 毅さん
④スーパーロング（60㎞）を
　１位でゴールする女性選手①②コースを快走する選手たち

①

②

③

④
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平
成
27
年
９
月
の
関
東
・
東
北
豪

雨
災
害
で
は
、
鬼
怒
川
が
決
壊
し
、

多
く
の
家
屋
の
浸
水
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
28
年
８
月
に

は
相
次
い
で
発
生
し
た
台
風
に
よ
っ

て
、
北
海
道
・
東
北
地
方
の
中
小
河

川
で
氾
濫
が
発
生
し
、
福
祉
施
設
で

の
入
所
者
が
逃
げ
遅
れ
、
多
数
の
犠

牲
者
が
出
る
な
ど
、
毎
年
の
よ
う
に

全
国
各
地
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て

は
、「
施
設
の
能
力
に
は
限
界
が
あ

り
、
施
設
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
大
洪

水
は
必
ず
発
生
す
る
も
の
」
へ
と
意

識
を
変
革
し
、
社
会
全
体
で
洪
水
に

備
え
る
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
に
立

ち
、
昨
年
、
水
防
法
の
一
部
改
正
な

ど
に
よ
り
、
各
種
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し

ま
し
て
、市
で
は
去
る
６
月
４
日
に
、

近
畿
地
方
整
備
局
琵
琶
湖
河
川
事
務

所
お
よ
び
、
県
土
木
交
通
部
流
域
政

策
局
な
ど
と
議
論
を
重
ね
、
法
に
定

ま
っ
た
「
高
島
地
域
水
害
・
土
砂
災

害
に
強
い
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
で
は
、
学
識
者
た
ち

か
ら
の
助
言
を
も
ら
い
な
が
ら
、
自

助
・
共
助
・
公
助
が
一
体
と
な
っ
た

水
害
や
土
砂
災
害
に
対
す
る
対
策

を
、
国
や
県
を
は
じ
め
、
多
様
な
関

係
者
が
連
携
し
て
必
要
な
協
議
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
安
全
で
安

心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
、
防

災
・
減
災
体
制
の
確
立
に
向
け
て
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
・
減
災
に
向
け
て

交通事故発生状況
問 高島警察署　 （22）0110

環境放射線測定結果
問 原子力防災対策室　 （25）8133

（平成 30 年５月末現在）

火災・救急・救助件数
問 消防総務課　 （22）5401

（平成 30 年５月末現在）

内　　容 件　数 前年比
人身事故発生件数 25 件 ー 17 件
死 者 数 １人 ０人
傷 者 数 32 人 ー 25 人

発生場所 件　数
マ キ ノ ３件
今 津 ６件
朽 木 １件
安 曇 川 10 件
高 島 ３件
新 旭 ２件

※概数

火　災 件　数 累計（１月〜）
建 物 ０件 ７件
車 両 １件 １件
林 野 ０件 １件
そ の 他 ２件 ９件

救　急 件　数 累計（１月〜）
交通事故 18 件 66 件
一般負傷 37 件 174 件
急 病 121 件 781 件
そ の 他 31 件 157 件

救　助 件　数 累計（１月〜）
火 災 ０件 １件
交通事故 ２件 ９件
水難事故 ２件 ２件
そ の 他 ２件 ６件

５月平均値（平日測定） 前月平均値
マキノ（マキノ支所前駐車場）

0.064μSv/h 0.065μSv/h

今　津（今津支所車庫付近）
0.035μSv/h 0.034μSv/h

朽　木（朽木支所前駐車場）
0.057μSv/h 0.061μSv/h

安曇川（安曇川支所南側駐車場）
0.043μSv/h 0.045μSv/h

高　島（高島支所東駐車場）
0.060μSv/h 0.059μSv/h

新　旭（高島市役所北側玄関前）
0.048μSv/h 0.046μSv/h

※�測定地点は他に24か所あります。測定結果
は、市のホームページをご覧ください。
※平常時の値はおおむね0.2μSv/h以下です。

問ごみ減量対策課　 （25）8123
　環境政策課　　　 （25）8104

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
歩
き
方
や

ス
ト
レ
ッ
チ
の
仕
方
な
ど
丁
寧
に
指

導
し
ま
す
。　

日
時
：
７
月
22
㊐
９
時
～

　
　
　
※
８
時
30
分
受
付

場
所
：
朽
木
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
：
小
学
生
以
上

料
金
：
１
０
０
円（
保
険
料
）※
当
日
徴
収

持
ち
物
：
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
で
き
る

服
装
、
履
き
慣
れ
た
靴
、
お
茶
、
タ

オ
ル
、
各
自
必
要
な
物

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
現
地
に

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

※
雨
天
な
ど
で
中
止
の
場
合
は
、
８

時
に
防
災
無
線
で
放
送
し
ま
す
。

問 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課　

（
３
２
）
４
４
５
９

教
育
委
員
会
の
取
り
組
み

豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
目
指
し
て

高
島
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

　
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
市
内
で
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ

る
35
人
が
、
教
育
委
員
会
か
ら
、
高
島

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
委
嘱
さ

れ
て
い
ま
す
。　

　
月
１
回
の
定
例
委
員
会
を
開
催
し
、

「
だ
れ
も
が
・
い
つ
で
も
・
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
」
に
向
け
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
里さ
と
う
み湖
で
地
域
を
結
ぶ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
健
康
づ
く
り
を
目
的
に
、
人
と
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
老
若
男

女
が
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
す
。
市
内
各
地
で
年
間
８
回
開

催
し
て
い
ま
す
。

②
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営

　
び
わ
湖
高
島
栗
マ
ラ
ソ
ン
、
び
わ
こ

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
in
高
島
、
各
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

③
出
前
講
座
へ
の
協
力

　

要
請
の
あ
る
地
域
に
出
向
き
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。

④
市
民
体
力
測
定
会
の
開
催

　
体
力
の
保
持
増
進
に
関
心
を
も
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
体
力
チ
ェ
ッ
ク

の
機
会
を
毎
年
設
け
て
い
ま
す
。

里さ
と
う
み湖

で
地
域
を
結
ぶ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
第
４
回
）

　
廃
棄
物
の
野
焼
き
（
野
外
焼
却
）
は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
焼
却
や
、
穴
を
掘
っ
て
ご
み

を
焼
却
す
る
こ
と
も
野
焼
き
と
同
じ
で
す
。
付
近
の
住
民
へ
の
迷
惑
や

有
害
物
質
の
発
生
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

可燃ごみ搬出量
　３月から環境センターでのごみ焼却を停止し、三重
県の民間ごみ処理業者へ委託して焼却処分していま
す。ごみの量に応じてごみ処理費用を負担することに
なりますので、ごみ分別や減量にご協力ください。

測定月 処分および運搬量
平成30年４月分 1,064ｔ
平成30年５月分 1,144ｔ（前月比80ｔ増）

野
焼
き
禁
止
の
例
外
と
さ
れ
る

行
為
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
風
俗
習
慣
上
、
ま
た
は
宗
教

　

上
の
行
事
を
行
う
た
め
に
必

　
要
な
焼
却　

　

例
）
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
の
地
域
行
事

○
病
害
虫
駆
除
の
た
め
の
焼
却

　

な
ど
、
農
業
、
林
業
を
営
む

　

た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の

　
と
し
て
行
わ
れ
る
焼
却　

　

例
）
稲
わ
ら
の
焼
却
な
ど

○
た
き
火
、
そ
の
他
の
日
常
生
活

を
営
む
う
え
で
通
常
行
わ
れ
る

焼
却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

　

例
）
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

Ａ
：
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
草
や

枝
な
ど
は
処
理
し
て
い
な
い
た

め
、
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
出
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
処
分
は
、

市
内
の
許
可
業
者
に
お
願
い
し
て

く
だ
さ
い
。

※
料
金
な
ど
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

曇
川
町
下
小
川
９
４
７

?

（

３

２
）

３

３

０

３

※
料
金
等
詳
し
く
は
、
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
許
可
業
者
】

㈲
ク
リ
エ
イ
ト
・
マ
エ
ダ

　

安
曇
川
町
下
小
川
９
４
７

　

（
３
２
）
３
３
０
３

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

で
は
、
落
ち
葉
や
草
、
剪せ
ん
て
い定
し
た
枝
な
ど

は
ど
う
や
っ
て
処
分
す
れ
ば
い
い
の
？

安 安全 心
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問 地域包括支援課
　 （地域包括支援センター）

（25）8150
（25）5490

問地域医療支援部　 （36）0220（代）

問保険年金課　　　 （25）8137
　大津年金事務所　 077（521）1789とるからあ国 保 年 金

清水健氏によるチャリティー講演会
　「大切な人の想いとともに．．．」を開催します！

〜
認
知
症　

み
ん
な
の
笑
顔
で　

支
え
よ
う
〜

　

平
成
30
年
３
月
末
現
在
、

市
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は

１
０
，
５
１
６
人
と
な
り
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
３
年
後
ま
で
に

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
１
２
，

０
０
０
人
（
第
７
期
介
護
保

険
事
業
計
画
）
の
養
成
を
目

指
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き

「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
養
成
講
座
や
出
前

講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
を
理
解
し
、
認
知
症
の
方
や
そ

の
家
族
を
温
か
く
見
守
る
な
ど
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
手
助
け
を
行

う
応
援
者
で
す
。

　
市
で
は
、
平
成
29
年
度
末
ま
で
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
１
万
人
養
成

を
目
標
に
、
地
域
、
学
校
、
企
業
な
ど
で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
１
万
人
を
達
成
！

認知症の人の立場になって
考えることが大切。地域で 
の見守りが大切だと思った。

認知症の人は不安で
困っているとわかっ
た。助けてあげたい。

平成30年度
新任医師の紹介

　入院予定の患者さん
に外来受診時から関わ
り、入院に対しての不
安などをお伺いし、入
院生活や退院後の生活
を安心して送っていた
だけるよう支援します。

ととのえる
そなえる

つなぐ
あわせる

ささえる
そなえる

　診療所・病院・訪問
看護・ケアマネージャー
など、多職種と連携し
ていく要となるところ
です。入院前から退院
まで、切れ目のない医
療を支援します。

　病気やケガなどから
生 じ る 不 安 や 健 康 上
の問題、がんと診断さ
れた方へのトータルサ
ポートを、専門のスタッ
フが行います。

　４月１日から、従来の地域医療連携室が「地域医療連携室」「入
退院支援室」「患者相談支援室」の３つに分かれ、それらを総括
して地域医療支援部となりました。
　各室において、看護師とＭＳＷ（医療ソーシャルワーカー）が
中心となり、皆さんが住み慣れた地域で、安心して暮らしていた
だけるよう医療の充実を図ります。

専門分野： 小児科全般
経歴：京都大学医学部医学科を卒
業後、公益財団法人田附興風会医
学研究所北野病院小児科、国立精
神・神経医療研究センター小児神
経科にて医師（研修医）を経て、
当院の小児科医師に就任。

　高島市の子どもたちの笑顔が増
えるように精一杯がんばっていき
たいと考えています。どんなこと
でも不安に感じられれば、気軽に
受診してください。
　どうぞよろしくお願いします。

入退院支援室 地域医療連携室 患者相談支援室

0570（05）4890

　【ナビダイヤル】

予約受付専用電話番号

　（予約のお申し込み電話番号）

【小児科医師】

髙
たかおり

折　徹
とおる

高島市民病院

　全国の年金事務所では年金請求手続
きや年金受給者の方の予約相談を実施
しています。
　今回、予約の電話がつながりやすく
なるよう、予約受付専用電話番号を新
たに開設しました。ぜひ、ご利用くだ
さい。

◎予約の受付時間は、８時 30 分～ 17 時 15 分です。
　（土曜日、日曜日、祝日、および年末年始は除きます。）
◎当日の予約はできませんのでご了承願います。
◎お申し込みの際には、年金手帳や年金証書の基礎年金

番号をお伝えください。

【予約相談の受付時間帯】
◆月曜日：８時 30 分～ 18 時
※月曜日が祝日の場合は、翌営業日に

18 時までお受けします。
◆火～金曜日：８時 30 分～ 16 時
　（祝日、年末年始は除きます。）
◆第２土曜日：９時 30 分～ 15 時

３つの柱で地域医療を支えます３つの柱で地域医療を支えます３つの柱で地域医療を支えます

地域医療支援部地域医療支援部

年金請求手続きなどの相談は予約相談をご利用ください年金請求手続きなどの相談は予約相談をご利用ください

←こちらの二次元コードからも
お申し込みできます。

９月８日㊏　10時 30分～ 12時（10時開場）
高島市民会館

とき

ところ

内容 　元読売テレビアナウンサーであり、妻との闘病生活を綴った「１１２
日間のママ」の著者である清水健氏の講演会を開催します。
　読売テレビを退社後、一般財団法人清水健基金を立ち上げ、入院施
設の充実などに取り組む団体などへの支援をされています。
　今回の講演会を通して「がん」について、考えてみませんか？

その他 ●参加費 ( 入場料 )
　高校生以上：５００円　中学生以下：無料
●募集期間
　７月～８月末　（定員になり次第締め切り）
●申込方法
　・メール　kyousitsu@city.takashima.lg.jp
　・ＦＡＸ
　（必要事項は、お問い合わせください）
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問健康推進課　 （２５）８０７８
　　　　　　　 （２５）５６７８

kenko@city.takashima.lg.jp


